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東京スポーツ＆整形外科クリニック 
院⻑ 菅谷 啓之（スガヤ ヒロユキ） 
 
著書・論文リスト 
＜著書＞ 

（編者） 

1. 菅谷啓之，能勢康史（編集）野球の医学〜競技現場のニーズに応じた知識と技術．初
版，文光堂，東京 2016． 

2. Bain, Itoi, Di Giacomo, and Sugaya (eds). Normal and Pathological Anatomy of the Shoulder. 

1st edition, Springer, Berlin, Germany, 2015. 

3. Itoi, Arce, Bain, Diercks, Guttmann, Imhoff, Mazzocca, Sugaya, and Yoo (eds), Shoulder 

Stiffness: Current Concepts and Concerns. 1st edition, Springer, Berlin, Germany 2015. 

4. 菅谷啓之編．肩関節外科手術テクニック（初版）．メディカ出版，大阪 2014． 

5. 菅谷啓之編．鏡視下バンカート法の ABC（第 1 版）．金原出版，東京 2010. 

6. 菅谷啓之編．実践 肩のこり・痛みの診かた治しかた（第１版）．全日本病院出版会，
東京，2008. 

 

（著者） 

1. 菅谷啓之．II 肩関節疾患を理解する ３ 肩関節不安定症．村木孝行（監修），甲
斐義浩（編集），肩関節 理学療法マネジメント．初版，メジカルビュー，東京，
2019：62-73. 

2. 菅谷啓之．８章 サッカー選手の外傷・障害 肩関節．公益財団法人日本サッカー協
会 医学委員会（編集），コーチとプレーヤーのためのサッカー医学テキスト．第2

版，金原出版，東京，2019 ：135-144． 

3. 菅谷啓之．I．肩関節・肘関節障害とそのリハビリテーション．１．投球障害肩の発症
メカニズムと臨床診断．福林 徹，武冨修治（編集），アスレチックリハビリテーシ
ョンガイド第2版，文光堂，東京，2018：22-25． 

4. 鈴木智，菅谷啓之．I．肩関節・肘関節障害とそのリハビリテーション．２．投球障害
肩のリハビリテーション．福林 徹，武冨修治（編集），アスレチックリハビリテー
ションガイド第2版，文光堂，東京，2018：26-35． 

5. Matsuki K, Sugaya H. Section I. Shoulder Instability, Rehabilitation, and Return to Sport. 1-1J. 

Arthroscopic Repair of Osseous Bankart Lesions. Arciero, Cordasco, Provencher (eds). 

Shoulder and Elbow Injuries in Athletes. Elsevier, Philadelphia, USA 2018: 65-70. 

6. 星加昭太，菅谷啓之．Ⅸ 運動器疾患 8 凍結肩（肩関節周囲炎）．門脇孝，小室一
成，宮地良樹（監修）．日常診療に活かす診療ガイドラインUP-TO-DATE 2018-2019．
第1版，メディカルレビュー社，大阪，2018：580-583． 
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7. 大⻄和友，菅谷啓之．肩関節，上腕．櫻庭景植（編）スポーツ診療ビジュアルブック 
初版メディカルサイエンスインターナショナル，東京，2016：1-50． 

8. 大⻄和友，菅谷啓之．レクチャー 最近の鏡視下腱板修復術．金谷文則（編）臨床整
形外科51 医学書院，東京，2016：939-46． 

9. Matsuki K, Sugaya H. 7. Instability. In Tamai, Itoi, Takagishi (eds). Advances in Shoulder 

Surgery. 1st edition, Springer Japan, Tokyo, 2016: 105-127. 

10. 仲島佑紀，菅谷啓之．V 身体機能の改善と動作への介入 3) 内側支持機構不全への
肩甲胸郭関節機能の改善．山崎哲也，柏口新二，能勢康史（編集企画）．肘実践講座 
よくわかる野球肘 肘の内側部障害―病態と対応−．第1版 全日本病院出版
会，東京，2016：322-333． 

11. 菅谷啓之．IX 運動器疾患，6 凍結肩（肩関節周囲炎）．日常診療に活かす診療ガイド
ラインUP-TO-DATE 2016-2017．第1版，メディカルレビュー，大阪，2016：552-555． 

12. Sugaya H. Chapter 16 Arthroscopic Anterior Glenoid Bone Block Stabilization. Ryu, Angelo, 

Abrams (eds). The Shoulder: AANA Advanced Arthroscopic Surgical Techniques. 1st edition, 

SLACK Books, Thorofare, NJ, USA, 2015. 

13. 菅谷啓之．II 肘関節疾患の治療．肘関節拘縮：鏡視下法．今谷潤也（編集），肘関節
手術のすべて．初版，メジカルビュー，東京，2015：302-311． 

14. Sugaya H. 21 Multidirectional Instability and Loose Shoulder in Athletes. Jin-Young Park (eds) 

Sports Injuries to the Shoulder and Elbow. 1st edition, Springer, Berlin, Germany 2015: 237-

250. 

15. Nimura A, Akita K, Sugaya H. Part V Musculo-Tendinous Structures. 20 Rotator Cuff. In Bain, 

Itoi, Di Giacomo, and Sugaya (eds). Normal and Pathological Anatomy of the Shoulder. 1st 

edition, Springer, Berlin, Germany, 2015: 199-205. 

16. Nimura A, Akita K, Sugaya H. Part VI Neurovascular Structures. 31 Brachial Plexus . In Bain, 

Itoi, Di Giacomo, and Sugaya (eds). Normal and Pathological Anatomy of the Shoulder. 1st 

edition, Springer, Berlin, Germany, 2015: 309-313. 

17. 菅谷啓之．IV 投球障害の病態と治療方針．投球障害の全体像．菅谷啓之，能勢康史
（編集）野球の医学〜競技現場のニーズに応じた知識と技術．初版，文光堂，東京 

2015：114-119． 

18. 高橋憲正，菅谷啓之．IV 投球障害の病態と治療方針．投球障害肩．菅谷啓之，能勢
康史（編集）野球の医学〜競技現場のニーズに応じた知識と技術．初版，文光堂，東
京 2015：129-138 

19. 大⻄和友，菅谷啓之．IV 投球障害の病態と治療方針．成人期後方・外側部障害．菅
谷啓之，能勢康史（編集）野球の医学〜競技現場のニーズに応じた知識と技術．初
版，文光堂，東京 2015：167-172 
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20. 渡海守人，高橋憲正，菅谷啓之．V 投球障害以外の病態と治療方針．野球選手の投
球側の脱⾅と不安定症．菅谷啓之，能勢康史（編集）野球の医学〜競技現場のニーズ
に応じた知識と技術．初版，文光堂，東京 2015：201-206． 

21. 高橋憲正，澤野靖之，菅谷啓之．III．各疾患に対する理学療法．２．反復性肩関節脱
⾅−術後例．臨床スポーツ医学編集委員会（編集）スポーツ外傷・障害の理学診断理
学療法ガイド．第2版，文光堂，東京 2015：208-214． 

22. 渡海守人，高橋憲正，菅谷啓之．IV 部位別-こどものスポーツ傷害の治療と予防．
４．肩関節の成⻑期スポーツ傷害．田中康仁，笠次良爾（編集）こどものスポーツ外
来．初版，全日本病院出版会，東京 2015: 130-140． 

23. Sugaya H. Part IV Examinations, 14. Imaging of Stiff Shoulders. In Itoi, Arce, Bain, Diercks, 

Guttmann, Imhoff, Mazzocca, Sugaya, and Yoo (eds), Shoulder Stiffness: Current Concepts 

and Concerns. 1st edition, Springer, Berlin, Germany 2015: 159-167. 

24. 菅谷啓之．上肢・肩関節：肩関節鏡のアプローチ．井樋栄二，野原裕，松末吉隆（編集）
整形外科サージカルアプローチ：体位から到達術野まで．初版，メジカルビュー，東京
2014：50-60． 

25. 菅谷啓之．第 1 章 反復性肩関節脱⾅に対する手術治療：反復性肩関節脱⾅に対する手
術治療総論．菅谷啓之（編集）肩関節外科手術テクニック．初版，メディカ出版，大阪
2014：2-4． 

26. 高橋憲正，菅谷啓之．第 1 章 反復性肩関節脱⾅に対する手術治療：反復性肩関節脱⾅
に対する基本手技としての鏡視下 Bankart 法．菅谷啓之（編集） 肩関節外科手術テ
クニック．初版，メディカ出版，大阪 2014：5-15． 

27. 河合伸昭，菅谷啓之．第 1 章 反復性肩関節脱⾅に対する手術治療：反復性肩関節脱⾅
に対する補強措置としての腱板疎部縫合および Hill-Sachs Remplissage．菅谷啓之（編集）
肩関節外科手術テクニック．初版，メディカ出版，大阪 2014：16-26． 

28. 菅谷啓之．第 1 章 反復性肩関節脱⾅に対する手術治療：反復性肩関節脱⾅高度骨欠損
例に対する骨移植術．菅谷啓之（編集）肩関節外科手術テクニック．初版，メディカ出
版，大阪 2014：63-73． 

29. 菅谷啓之．第 2 章 腱板断裂に対する手術治療：一次修復不能な腱板広範囲断裂に対す
る大腿筋膜を用いた鏡視下パッチ法．菅谷啓之（編集）肩関節外科手術テクニック．初
版，メディカ出版，大阪 2014：109-117． 

30. 菅谷啓之．20 ゴルフ・ドクター編．林光俊（編集主幹）．ナショナルチームドクター・
トレーナーが書いた種目別スポーツ障害の治療．改訂第２版，南江堂，東京 2014：388-

394． 

31. Sugaya H. Complex and Revision Procedures in Shoulder Arthroscopy - Arthroscopic 

Treatment of Bony Bankart Lesions. In Giuseppe Milano, Andrea Grasso (eds), Shoulder 

Arthroscopy: Principle & practice. Springer, Berlin, Germany, 2014: 419-427. 
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32. 河合伸昭，菅谷啓之．第 3 章 画像診断．§2 肩関節（鎖骨含む）・上腕．１．外傷性
肩関節前方不安定症．帖佐悦男（編集）スポーツ傷害の画像診断．初版，羊土社，東京
2013：85-88． 

33. 河合伸昭，菅谷啓之．第 3 章 画像診断．§2 肩関節（鎖骨含む）・上腕．２．SLAP 病
変，腱板関節面断裂．帖佐悦男（編集）スポーツ傷害の画像診断．初版，羊土社，東京
2013：85-88． 

34. 河合伸昭，菅谷啓之．第 3 章 画像診断．§2 肩関節（鎖骨含む）・上腕．３．リトル
リーグショルダー．帖佐悦男（編集）スポーツ傷害の画像診断．初版，羊土社，東京 2013：
85-88． 

35. 河合伸昭，菅谷啓之．第 3 章 画像診断．§2 肩関節（鎖骨含む）・上腕．４．ガング
リオンによる肩甲上神経麻痺．帖佐悦男（編集）スポーツ傷害の画像診断．初版，羊土
社，東京 2013：85-88． 

36. 河合伸昭，菅谷啓之．第 3 章 画像診断．§2 肩関節（鎖骨含む）・上腕．Q&A：16 歳
男性，ラグビー．帖佐悦男（編集）スポーツ傷害の画像診断．初版，羊土社，東京 2013：
85-88． 

37. 河合伸昭，菅谷啓之．第 3 章 画像診断．§2 肩関節（鎖骨含む）・上腕．Q&A：21 歳
男性，大学硬式野球部．帖佐悦男（編集）スポーツ傷害の画像診断．初版，羊土社，東
京 2013：85-88．  

38. Sugaya H. 13. Anatomy, Pathogenesis, Natural History, and Nonsurgical Treatment of Rotator 

Cuff Disorders. Orthopaedic Knowledge Update: Shoulder and Elbow 4. AAOS Publication 

2013: 165-176. 

39. 菅谷啓之．III．部位別のガイドライン ○肩・上腕の疾患 動揺性肩関節の診断・治療
指針．中村耕三（編集），運動器診療 最新ガイドライン，第 1 版，総合医学社，東京，
2012：383-385． 

40. Sugaya H. Section 2 Anterior Instability: Chapter 15 Arthroscopic Treatment of Glenoid Bone 

Loss -Surgical Technique. Provencher & Romeo eds., Shoulder Instability A Comprehensive 

Approach, Elsevier, Philadelphia, USA 2011: 186-196. 

41. 菅谷啓之．３．頚部痛・上肢のしびれ・肩痛・肩こりをきたす主な疾患の診断と治療：
投球障害肩（いわゆる野球肩）．中村耕三（総編集），加藤博之・川口善治（専門編集），
整形外科臨床パサージュ 10．肩こり・頚部痛クリニカルプラクティス．初版，中山書
店，東京 2011：211-217． 

42. 菅谷啓之．８章 サッカー選手の外傷・障害 肩関節．財団法人日本サッカー協会スポ
ーツ医学委員会（編集），コーチとプレーヤーのためのサッカー医学テキスト．第 1 版，
金原出版，東京 2011：133-142． 

43. 高橋憲正，菅谷啓之．IV 手術の基本 2．関節鏡手術のセッテイング．金谷文則（編集）
Knack&Pitfalls 肘関節外科の要点と盲点．第 1 版，文光堂，東京 2011；102-106． 
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44. 菅谷啓之．VII 変形性関節症 [応用編]１．鏡視下手術．金谷文則（編集），Knack&Pitfalls

肘関節外科の要点と盲点．第 1 版，文光堂，東京 2011；259-261． 

45. 菅谷啓之．ラグビー・アメリカンフットボール：ラグビー・アメリカンフットボールに
おける外傷性肩関節脱⾅の診断と治療．宗田大（編集），復帰をめざすスポーツ整形外
科．第 1 版，メジカルビュー，東京 2011：460-463． 

46. 菅谷啓之．I 進入法 肩関節への関節鏡アプローチ．⼾山芳昭（総編集），井樋栄二（専
門編集）整形外科手術イラストレイテッド 肩関節の手術．第 1 版，中山書店，東京
2011：31-40． 

47. 土屋明弘，菅谷啓之．III．リハビリテーションとリコンディショニングに要する検査・
測定と評価 2．各種検査・測定の目的と意義①関節動揺性・不安定性テスト，炎症兆
候の確認，疼痛誘発・再現テスト．小林寛和（編集），アスリートのリハビリテーショ
ンとリコンディショニング．上巻 外傷学総論／検査・測定と評価（第 1 版）．文光堂，
東京，2010：70-85． 

48. 菅谷啓之．V．Bankart 病変に対する鏡視下手術 ３．私のアプローチ．菅谷啓之（編
集），実践 反復性肩関節脱⾅ 鏡視下バンカート法の ABC（第 1 版）．金原出版，東
京 2010：100-106． 

49. 菅谷啓之．VIII．高度な骨欠損に対する対応−鏡視下⾃家腸骨ブロック移植術．菅谷啓
之（編集），実践 反復性肩関節脱⾅ 鏡視下バンカート法の ABC（第 1 版）．金原出
版，東京，2010：141-148． 

50. Sugaya H. Chapter 14. Instability with Bone Loss. In Angelo, Esch, and Ryu eds., AANA 

Advanced Arthroscopy: The Shoulder. Elsevier, Philadelphia, USA, 2010: 136-146. 

51. 菅谷啓之．VI 肩関節鏡視下手術とそのスキル 反復性肩関節前方不安定における鏡
視下⾃家腸骨ブロック移植術の手術適応と術式．米田稔（編集），スキル関節鏡アトラ
ス 肩関節鏡下手術（第 1 版）．文光堂，東京，2010：336‐343． 

52. 菅谷啓之．関節鏡下手術 Q&A 腱板疎部縫縮術を追加しないと脱⾅再発を防
げないのはなぜでしょうか？ 米田稔（編集），スキル関節鏡アトラス 肩関節鏡下手
術（第 1 版），文光堂，東京，2010：60． 

53. 菅谷啓之．各論１．スポーツ外傷・障害のメカニズムと予防のポイント，４．一流体操
選手における肩関節障害．武藤芳照（編著），スポーツ医学実践ナビ スポーツ外傷・
障害の予防とその対応（第 1 版）．日本医事新報社，東京，2009：78-83． 

54. 菅谷啓之．11 章 鏡視下手術基本手技 肩関節．越智隆弘（専門編集），最新整形外科
学大系 ３ 運動器の治療学（第 1 版）．中山書店，東京，2009． 

55. 菅谷啓之（編集）．実践 肩のこり・痛みの診かた治しかた（第 1 版）．全日本病院出版
会，東京 2008． 

56. 菅谷啓之．VIII 腱板障害 [応用編] １．鏡視下縫合．In 高岸憲二（編集），Knack & 

Pitfalls 肩関節外科の要点と盲点（第 1 版）．文光堂，東京，2008 ． 
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57. 菅谷啓之．VIII 腱板障害 [応用編] ３．腱板部分断裂 ②広範な腱内断裂の処理．In

高岸憲二（編集），Knack & Pitfalls 肩関節外科の要点と盲点（第 1 版）．文光堂，東京，
2008． 

58. 菅谷啓之．IX 上方関節唇障害と上腕二頭筋⻑頭腱 ３．上腕二頭筋⻑頭腱脱⾅ ③鏡
視下入口部修復．In 高岸憲二（編集），Knack & Pitfalls 肩関節外科の要点と盲点（第
1 版）．文光堂，東京，2008． 

59. 菅谷啓之．20 ゴルフ ドクター編．In 林 光俊（編集主幹），ナショナルチームドク
ター・トレーナーが書いた種目別スポーツ障害の治療（初版）．南江堂，東京，2007：
383-389． 

60. 菅谷啓之．4 章 治療  手術療法 関節鏡手術．In 高岸憲二（編集），整形外科学大系
１３：肩関節・肩甲帯（第 1 版）．中山書店，東京，2006：102-116． 

61. 菅谷啓之．スポーツ選手の肩関節不安定症の診断と治療．In 福林 徹（編集），実践に
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